
年間授業計画様式例

中野工業高等学校令和５年度　教科 工業 科目 機械工作（３M1）年間授業計画

教　　　科： 工業　 科目： 機械工作　　単位数：　２単位

対象学年組： 第３学年M1組　　

教科担当者：美濃

使用教科書：（　機械工作Ⅰ・Ⅱ　）実教出版

使用教材  ：（ICT　　　）

指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

※その他、出欠状況や授業態
度、授業の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。

・ノートへの押印数
・観察

4

○　機械工業の特徴を理解させる。

４
月

・機械工業の歩み
●いろいろな製品と機械工業



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・機械製品の製造

●機械製品と機械工作法の発達

５
月

16

・ノートへの押印数
・観察

○　機械製品を理解させる。
○　機械工作法について理解を深める。

※その他、出欠状況や授業態
度、授業の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

６
月

16

・ノートへの押印数
・観察

※その他、出欠状況や授業態
度、授業の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。

・機械材料とその加工性
●生産方式の進歩
●こんにちの機械工業

〇生産方式について理解する



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

○機械材料に望まれる性質ついて理解させる。
○機械的性質について理解させる。

・ノートへの押印数
・観察７

月

※その他、出欠状況や授業態
度、授業の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。

●機械材料に望まれる性質
●主な機械材料
●材料の機械的性質

10



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

８
月



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

〇金属材料の結晶について構造や加工性を理解する。

・ノートへの押印数
・観察

※その他、出欠状況や授業態
度、授業の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。

９
月

●金属・合金の結晶と状態変化

16



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

〇金属材料の結晶について構造や加工性を理解する。

・ノートへの押印数
・観察

月

※その他、出欠状況や授業態
度、授業の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。

●金属材料の変形と結晶

16
10



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

〇金属材料の結晶について構造や加工性を理解する。

・ノートへの押印数
・観察

※その他、出欠状況や授業態
度、授業の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。

月

●金属最材料の加工性

16
11



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・ノートへの押印数
・観察

14

※その他、出欠状況や授業態
度、授業の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。

○炭素鋼の製造方法や純鉄との違いについて理解を深める

月

●炭素鋼の製法
●純鉄・炭素鋼の結晶構造と特徴12



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

※その他、出欠状況や授業態
度、授業の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。

16

●炭素鋼の種類と用途・加工性
●構造用合金鋼・工具用合金鋼 〇合金鋼について理解する

・ノートへの押印数
・観察１

月



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

※その他、出欠状況や授業態
度、授業の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。

・ノートへの押印数
・観察

8

●鋳鉄の組織と特徴

〇鋳鉄の特徴を理解する

２
月



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

※その他、出欠状況や授業態
度、授業の理解や取り組み状
況等をもとに総合的に
判断する。

8

●これまでのまとめ ・ノートへの押印数
・観察

３
月


